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「ふれあい銭湯（子ども）の日」を行う施設は、上記に加えて「ひまわりの湯　森の郷」（西11南32、☎48・4238）
があります。なお、各銭湯の受付時間は、各銭湯に問い合わせください。

65
歳
を
迎
え
た
ら

銭
湯
へ
行
こ
う

ね
た
き
り・認
知
症

高
齢
者
を
支
援

ふ
れ
あ
い
銭
湯
（
高
齢
者
）
の
日

住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　

み
ん
な
で
お
風
呂
に
入
っ
て
、
家
族

や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
絆
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
市
内
の
各
銭
湯
で
は
、
入

浴
料
が
お
得
な
日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
銭
湯
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
日
に
、
保
護
者
同
伴
の
15
歳

以
下
の
子
ど
も
が
無
料
で
入
浴
で
き
る

「
ふ
れ
あ
い
銭
湯
（
子
ど
も
）
の
日
」
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て

４
月
か
ら
は
、
65
歳
以
上
の
人
が
月
に

１
回
２
０
０
円
（
通
常
４
４
０
円
）
で

入
浴
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
銭
湯
（
高
齢

者
）
の
日
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
近
所
の
銭
湯
を
利
用
し

て
、
心
も
体
も
ぽ
か
ぽ
か
と
温
ま
り
ま

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
ね
た
き

り
、
認
知
症
に
な
る
高
齢
者
の
数
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
65

歳
以
上
の
在
宅
生
活
者
の
う
ち
、
介
護

が
な
け
れ
ば
家
で
暮
ら
す
こ
と
が
難
し

い
と
い
わ
れ
る
要
介
護
３
以
上
の
人

が
７
８
０
人
余
り
、
認
知
症
の
人
が

４
８
０
０
人
余
り
い
ま
す
。

　

今
後
、
ね
た
き
り
に
な
っ
た
り
、
認

知
症
が
進
行
し
て
も
、
住
み
慣
れ
た
家

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
で

は
本
人
や
家
族
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
「
ね
た
き

り
・
認
知
症
高
齢
者
」
の
登
録
が
必
要

で
す
。
登
録
す
る
と
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
※
の
職
員
が
定
期
的
に
訪
問

し
て
、
在
宅
生
活
、
介
護
者
の
介
護
負

担
軽
減
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
ほ

し
ょ
う
。

　
「
ふ
れ
あ
い
銭
湯
（
高
齢
者
）
の
日
」

は
、
９
、２
月
を
除
く
毎
月
第
４
水
曜

日
に
実
施
し
ま
す
（
表
１
）。
時
間
帯

か
、
市
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
を
支

援
し
ま
す
。

　

現
在
、
１
３
０
人
余
り
が
登
録
し
て

い
て
、
在
宅
で
支
援
を
受
け
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

は
各
銭
湯
の
営
業
時
間
と
同
じ
で
す
。

　

利
用
す
る
際
は
、「
ふ
れ
あ
い
銭
湯

（
高
齢
者
）
の
日
」
を
行
う
銭
湯
、
営
業

時
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
表
２
）

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

持
ち
物　

住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る

も
の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

※
入
浴
前
に
銭
湯
の
受
け
付
け
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
入
浴
後
に
提
示
し
て

も
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
介
護
者
が
い
る
65
歳

以
上
の
在
宅
生
活
中
の
人
で
、
要
介
護

３
～
５
の
人

申
請
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
身
近
な
相
談

窓
口
で
、
市
内
に
８
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

在
宅
生
活
に
不
安
が
あ
る
人
や
、
そ

の
家
族
は
悩
み
を
抱
え
込
み
が
ち
で

す
。
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と
は
、
高

齢
者
福
祉
課
か
、
お
住
ま
い
の
地
域
を

担
当
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

表１　ふれあい銭湯（高齢者）の日

表 2　ふれあい銭湯（高齢者）の日　実施銭湯
毎
月
第
４
水
曜
日
は

「
ふ
れ
あ
い
銭
湯（
高
齢
者
）の
日
」

ね
た
き
り・認
知
症
高
齢
者
に

登
録

４月26日（水）
５月24日（水）
６月28日（水）
７月26日（水）
８月23日（水）
10月25日（水）
11月22日（水）
12月27日（水）
１月24日（水）
３月28日（水）

紙おむつ、紙パンツ、尿取りパット、清拭綿の引き換え
給付券を、月額6250円分支給します。

対象者　市内在住の65歳以上で要介護３～５と認定された高齢者を、在宅介護して
いる人。ただし、高齢者および介護者の世帯全員が市民税非課税の人。

　高齢者福祉課に申請してください。

　いずれも、高齢者福祉課に申請してください。

　１年に２回、事業者が自宅を訪問して寝具類を受け
　取り、無料でクリーニングをして届けます。

　１年に６回、理容師・美容師が自宅を訪問して、
　無料で理美容のサービスを行います。

　ねたきりで乗用車の座席に座れない人の、施設や病院への送迎費用の半額を１年
　に 24 回分助成します。運賃の半額は自己負担です 。

在宅介護をしている低所得世帯向けのサービス

ねたきり ･認知症高齢者に登録して利用できるサービス

このほか、保護者同伴の 15 歳以下が
無料で入浴できる「ふれあい銭湯（子
ども）の日」は銭湯ごとに異なるので、
各銭湯に問い合わせください。

※９月、２月は、北海道が行う高齢
者などがお得に銭湯を利用できる制
度があります。実施日や実施銭湯は
市の制度と異なるので、事前に各銭
湯へ問い合わせください。

施設名 住　所 営業時間 電　話

アサヒ湯 東３南 14 13 時～ 23 時 ☎24・1933

オベリベリ温泉　水光園 東 10 南５ 11 時～ 23 時 ☎23・4700

君乃湯温泉 西５南 32 11 時～ 23 時 ☎48・2435

光南温泉 東２南 19 4 時 30 分～ 11 時
14 時～ 23 時 ☎24・8513

自由ヶ丘温泉 自由が丘４ 10 時 30 分～ 25 時 ☎35・1126

白樺温泉 白樺 16 西 12 10 時～ 23 時 ☎36・2821

天然温泉　たぬきの里 西５南 15 12 時～ 24 時 ☎21・2683

朋の湯温泉 西 11 南 15 13 時～ 23 時 ☎24・1238

柏林湯 柏林台南町７ 16 時～ 21 時 ☎34・2378

やよい乃湯 西 18 南２ 10 時～ 24 時 ☎66・4126

ローマノ福の湯 東９南 12 11 時～ 23 時 ☎25・5202

抱
え
込
ま
ず
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

家族介護用品支給

寝具類クリーニングサービス

理美容サービス

移送サービス

法定相続分をご存じですか　法定相続分とは、相続人が２人以上いる場合、誰がどのくらいの割合で相続する権利があるかを指します。法律で定め
られた相続分は、相続人の立場と組み合わせにより決まります。詳細は問い合わせください。問釧路地方法務局帯広支局（☎ 24・5823、案内番号２番）

健
康
推
進
課（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25・
９
７

２
０
）

　
今
年
４
月
か
ら
、
65
歳
以
上
の
人
が
月
に
１
回
（
９
、２
月
を
除
く
）、
銭
湯
を

２
０
０
円
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
５
）

　
65
歳
以
上
の
在
宅
生
活
者
で
、
要
介
護
３
～
５
の
人
が
、
在
宅
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

各種サービスで
負担が減って助かるわ


